
- 53 - 

 

１ はじめに 
 本校は神奈川県下３番目の政令市相模原市
のほぼ中央に位置している。生徒数５５０人
の中規模校であり、本年に創立３０周年を迎
える。住宅地と自然豊かな環境にあるが、創
立以来生徒指導に課題を抱える学校でもある。 

２ 主題設定の理由 

 学校の現状から生徒指導を根幹にすえて
『子どもたちに「生きる力」を育むことを学
校内外のあらゆる教育資源を最大限に活用し
て取り組む』を主題とした。 
 それは、学校の現状を考えたときに生徒指
導が真っ先に改善すべき課題であり、このこ
とを抜きには他の取り組みは意味をなさない
と考えるからである。 
 また、「生きる力」の要素である「確かな学
力」については、教師相互の授業改善の取り
組みや、きめ細かな指導の工夫を通して迫り
たい。「豊かな心」については、学校生活のさ
まざまな活動に充実感を持たせることやほめ
たり、認めたりする場面を教師側が意図的に
設定する取り組みを通して迫りたい。 
３ 研究の仮説 

 全教職員による「全員野球」で取り組むこ
とは、全教職員が同じ思い、同じ方向性で生
徒へ向き合うことを意味する。同じ指導方針
で、同じ思いで生徒とかかわることである。 
「茶髪、ピアス、異装等は直してから教育活
動に参加させる」という一点について全教職
員で指導に当たれば、時間は相当かかるであ
ろうが、学校内に「秩序」を再構築できると

考えた。 
 そしてこの「秩序」が構築されてから「学
力向上」さらに生徒一人ひとりの「自己有用
感」を持たせる取り組みを展開していくこと
が出来れば、学校改善は進み、生徒にとって
も教職員にとっても「魅力ある学校」となっ
ていくと考える。 
４ 研究の実際 

（１）「ダメなものはダメ」の合い言葉で全員
野球で指導 
 ４年前に着任した本校は、いわゆる荒れた
学校であった。授業エスケープ、校舎内での
喫煙、授業中にもかかわらず正門前にたむろ
する生徒たち、校舎内にはアメ、ガムそして
吐いた唾など。始業式や入学式も雑然とした
中で行われた。 
 学校の課題は生徒指導であり、生徒にとっ
て安心して安全な学校を構築することであっ
た。まず、学校の中に「秩序」を取り戻すこ
と、再構築することである。 
 それで、やることはひとつ。正門前にたむ
ろすことをやめさせること。そして卒業式で
の異装いわゆる特攻服などの参加を認めない
こと。このことだけを全教職員で何年かかる
か分からないが実践していこうと職員会議で
校長から話をし、問題行動には全教職員で対
応していくこととした。 
 このことは全校生徒にも集会の時に話をし、
理解を求めた。さらに保護者にむけては保護
者会や機会あるごとに同様の話をし、また、
学校だより等で地域へも周知を図っていった。 

魅力ある学校づくりをめざして 

～ 子どもたちに「生きる力」を育むことを 
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【参考資料１ 学校だより】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「ダメなものはダメ」というシンプルでわか
りやすいメッセージを全教職員が同じ思いで
「全員野球」で取り組んだ。正門前のたむろ
の指導には、ほぼ一年間かかった。教職員が
粘り強く、生徒達と接してくれたことが大き
かった。「ダメなものはダメ」と毅然とした態
度で対応したが、生徒を一人も見捨てないと
いう方針で根気強く生徒達と接し、常に課題
のある生徒達と関わりを持つように努めた教
職員の努力が大きかった。 
（２）全教職員の公開授業の実践 
 学校が本当に良くなるためには生徒指導が
機能するだけではなく、生徒が学校生活の大
半の時間を過ごす授業の質を高めることであ
る。 
 そこで、正門前のたむろへの指導と並行し
て全教職員による公開授業の実践と研究協議
をスタートさせた。 
 職員会議で全員による公開授業の意義、授
業後の研究協議の進め方、協議の報告等につ

いて校長から説明し、「望ましい授業」のあり
方について研修を行った。また、授業につい
て「望ましい授業のための５つの視点」とし
てまとめ、全教職員で同一歩調で取り組むこ
とを確認してスタートした。 

 

 ～望ましい授業のための５つの視点～ 
１ 単元目標を達成するために適切な単元計
  画を作成し、指導の過程を大切にする。 
 ア 子どもの側に立った目標を設定する。 
 イ 単元計画や指導のプロセスを大切にし
   た構成とする。 
 ウ 単元目標を達成するための適切な単元
   計画とする。 
２ 一時間の授業のねらいを明確にして授業
  に取り組む。 
 ア 一時間の授業の目標が具体的で、明確 
  になるようにする。 
 イ 子どもの側に立った目標にする。 
３ 一時間の授業の中に子どもの活動場面を
  設定した授業展開に取り組む。 
４ 子ども同士、子どもと教師との関わりの 
 ある授業展開に取り組む。 
５ 一時間の授業の中で具体的に子どもを認
  めたり、ほめたりするなどの評価のある 
 授業に取り組む。 
 ア 具体的に子どもを認めたり、ほめたり 
  などの場面がある授業を展開する。 
 イ 一時間の評価規準は、高々1つか2つ。 
  主体は指導であることを忘れないよう 
  にする。 
 ウ  できる評価をできるところから実践す
   る。 
  エ まずＢ規準を毎時間の目標に照らして
   適切に設定する。 

 

 本校にはベテラン教職員から新採用等の若
手教員までおり、経験や力量にはかなりの幅
がある。そのため、一時間一時間の授業を構

内出中学校の校長室から
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成するために必要な項目をリストアップして
まとめたものである。この「望ましい授業の
ための５つの視点」は保護者や地域の方々さ
らには子どもたちへも周知し、「先生方がこの
ような姿勢で授業に取り組んでいる」と機会
あるごとに説明している。  
 またこの「５つの視点」については、生徒
の実態、教職員の現状等を勘案しながら毎年
加除修正を加えて今日に至っている。 
 公開授業については、特設の時間を設定す
るのではなく、あくまでも通常日課の中で公
開授業をすることとし、授業に空きのある教
職員が参観するようにした。 
 突発的な生徒指導等で実践が難しい状況で
はあったが「できることをできるところから」
の姿勢でとにかく継続して実践を続けていっ
た。これは、生徒指導が厳しい状況にあるか
らこそ授業研究を実践することで学校改善を
図りたいという思いからである。 
 公開授業後にはその日のうちに放課後、授
業者と参観者によるふり返りを校長室で行う
ようにした。公開授業の実際はおおよそ次の
通りである。 
 ①公開授業は、必ず校長が参観出来る日に
設定してもらう。 
 ②授業者は指導略案を作成し、当日の朝ま
でに全教職員の机上へ配付し、都合のつく教
員が参観する。 
 ③研究協議では、まず参観者から授業につ
いて評価できる点を順に発表していく。内容
が尽きたところで課題や改善点について同様
に参観者が順に発表していく。 
 ④協議の最後に授業者から自評及び質問等
を述べる。協議は一時間を越えないようにす
る。 
 ⑤研究協議で出された意見や感想は、授業
者が公開授業のふり返りとして A４版用紙一
枚にまとめて全教職員へ配付する。 
（３）「２分前行動」を合い言葉に自主的な活
動を促進する指導 

 着任 1 年目にはとにかく正門前のたむろを
解消するという一点のみに絞って全教職員で
取り組んできた。教職員の頭が下がるほどの
熱意とがんばりでほぼ一年間で収束させるこ
とができた。 
 そこで、２年目にはさまざまな取り組みを
全面的に展開することでさらに学校改善を図
ることとした。 
 正門前のたむろを指導していく中で、他の
生徒達も自然と落ち着いた学校生活になって
いった。しかしながら、学習に向かう姿勢は
まだまだ不十分であり、あらゆることに受け
身的な姿勢で臨む者が多く、自主的、前向き
な姿勢はなかなか学校全体として見ることが
できなかった。 
 そこで、学校生活のあらゆる場面で時間を
生徒自身が意識して生活することを通して、
生徒たちの中から自主性を育てていこうと学
校ぐるみで取り組みをスタートさせた。 
 「２分前行動」とは、文字通り授業の開始
２分前には教室に入り、着席して授業の用意、
準備を整えるという行動である。これを学校
生活のあらゆる場面で意識させた取り組みを
実践していったのである。 
 この「２分前行動」の取り組みには学級の
リーダーを中心に生徒たちの自主的な活動と
して進めていった。さらに各学年ごとにスロ
ーガン、呼びかけ、掲示物の作成等学校ぐる
みの運動として展開を広げた。 
 かつて儀式で体育館へ集合するのに２０分
以上もかかっていたものが、今日では開始時
刻前に全校が整然とした状態で集合できるま
でになってきている。まさに「２分前行動」
の成果である。 
（４）毎週の全校朝会による全校での集団活
動訓練 
 かつて全校生徒が集まる集会は年に数回し
か実施してこなかった。それは集合にかなり
の時間がかかってしまうことと、整然とした
集会にならずにおしゃべり等が多く教師側の
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注意ばかりだったからのようである。 
 職員会議で毎週全校朝会を実施するという
提案をしたときには、このような理由から反
対であるという強い意見が出された。 
 しかし、きちんとできないからこそ全教職
員で指導に当たり学校ぐるみで集団訓練する
「場」や「機会」とこの全校朝会をとらえて
実践していきましょうと語り、「まずは実践か
ら」という思いでスタートした。 
 体育館ではおしゃべりをしない、静かに話
を聴くことをルールとして指導に当たった。
朝会の内容については、教務担当が工夫を凝
らして、単なる報告連絡だけではなく、生徒
を評価するようなユニークな内容も盛り込ん
でいった。 
 学級担任による「学級自慢」では各担任が
工夫を凝らした学級自慢を披露し、生徒も心
地よく話を聴くことができている。 
 また一昨年１２月の朝会では図書整理員さ
んが東日本大震災の被災地へ図書館ボランテ
ィアに参加した体験をスライドを交えて話し
てくださったりもした。 
 おもしろいもので、毎週一回の全校朝会が
習慣化してくると、整然とした状態になるに
もさほど時間はかからなくなってきている。
４年目を迎えた今年度は、さらに「一歩前進」
させて、体育館へ「無言入場」に取り組んで
生徒をさらに「一段高く」高めていきたいと
考えている。 
（５）きめ細かな指導を徹底するために個別
指導を英語・数学で実施 
 生徒が授業に参加せずに校舎内外を徘徊す
る主な理由は、学習がわからないことがある
ように感じている。正門前のたむろは解消さ
れたものの、授業に臨む姿勢はまだまだであ
る。机に伏せってしまう生徒も少なくはない
状況。 
 そこで、特に学力差が大きく出る英語と数
学について、２クラスに分けての授業編成と
した。通常授業と個別指導授業である。 

 新学期を迎える前に家でよく相談して保護
者の理解を得ることと本人がやる気で参加す
ることを条件としてこの個別指導をスタート
した。１０名前後の生徒が参加している状況
である。今まで授業でいわゆる「お客さん」
であった者が、しっかりノートを取り、先生
の話を聴き、学習に取り組む姿が増えてくる
とともに、授業中に寝る生徒もほとんどいな
くなってきている。 
 生徒の学習への姿勢も変わりつつある。生
徒だけでなく、保護者からの反応も良い。３
年目には３年生だけでなく、２年生の数学も
同様の展開へ拡大しているところである。 
 夏季休業中に１４日間実施している補習に
は毎回１００人前後の参加者があり、学習へ
向かう姿勢も変わりつつあるように感じてい
る。 
（６）生徒の活動の「見える化」への取り組
み 
 自分に自信がなく、ほめられる経験が少な
いため、自己有用感が乏しい生徒が多いのが
現状である。このことは生徒の学校生活全般
にわたって垣間見えることである。 
 「ほめて伸ばす」という取り組みを授業の
場面、学級の場面、行事の場面等で積極的に
かつ意図的に展開し、広げていこうと機会あ
るごとに校長から教職員へ呼びかけている。 
 そして生徒のがんばっている様子や状況を
積極的に発信し、みんなに知ってもらうこと
で自己有用感を高める取り組みを具体に進め
ることとした。 
 本校では創立以来「あいさつ・清掃・合唱」
の三本柱を中心に生徒の自主的活動が行われ
てきたが、生徒の自主的な活動とはほど遠い。 
 そこで、生徒会本部が中心となり、あいさ
つ、清掃、合唱のプロジェクトチームを作り、
積極的に全校へ呼びかけ運動を展開した。ま
た掲示物を作成し、意識をも盛り上げた。さ
らには、あいさつの重要性を考えたスローガ
ンを募って、あいさつ運動の幟旗を作成し、
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あいさつ運動を定期的に正門前で実施するよ
うになった。地域のボランティアの方々と連
携して一緒に行うようにも進めた。 
 幟旗をたててのあいさつ運動の呼びかけで
あり、地域の方からも応援の声が上がり、評
判も良い。 
 また、生徒会活動が「見える化」になるよ
うに生徒会活動の掲示板を校舎内で生徒が一
番目につきやすい場所へ移動した。生徒会本
部だけでなく、さまざまな活動を見える化さ
せる中で、活動の活性化を促している。 

 
【参考資料２ 学校体育祭の部 取り組み状況】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）学校外の教育資源の活用の取り組み 
 学校だけでは望ましい教育活動が成り立た
ない時代である。地域や保護者の理解や協力
なくして学校は存在できないとも考える。積
極的に保護者や地域の方々の協力を引き出す
取り組みを始めた。一つは、夏季休業中や１
２月、１月の毎週土曜日に実施する学習会で
のボランティアである。生徒へ学習を支援し
ていただくボランティア先生の取り組みであ
る。             
 もう一つは、地域に学校を支援するための
ボランティア組織を立ち上げたことである。
子どもたちに本物を触れさせようという趣旨
から、交響楽団を招聘して生の演奏を聴かせ
ていただく機会をつくっていただいた。こう

いう組織を拡大していくことで地域とのコミ
ュニケーションがさらに深まり、学校への理
解もさらに進んでいるように思う。今年は３
年目になり、数人のボランティアから十数人
へと増え、大学生や高校生などの若者をも組
織へ加えていきたいと考えている。 

 
 【本物にふれよう 開催周知ポスター】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 研究の成果 

 正直なところ、一年間で正門前のたむろ、
茶髪、異装等がこれほどまでに改善できると
は思っていなかった。おそらく数年間はじっ
くり取り組まなければならないだろうと覚悟
をしていたが本当にうれしい誤算であった。 
  １年目は、まず正門前のたむろ、茶髪、異
装を正すことを最重点として取り組んだ「一
点突破作戦」。これが改善できたので、２年目
以降は「全面展開作戦」である。さまざまな
取り組みを「できることをできるところから」
展開している。 
 いつものように校舎内外を回り、ゴミ拾い
をしていると教室から合唱の歌声が聞こえて
きた。学校祭を間近に控えてクラスで自主的 
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【参考資料４  
   学校を理解するためのアンケート】 
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に始業前に集合しての練習のようだ。このよ
うな光景がごく当たり前のようになってきて
いる。このような段階になったことが、学校
あげての大きな成果である。 
 取り組みをスタートした 1 年目の学校評価
の資料の一部を次に示すことで具体に改善さ
れきていることが分かると考える。 
６ 今後の課題 

 個々の子どもが抱えている課題は深刻であ
り、少なくない。そんな子どもたちを多く抱
えている本校では常に子どもたちとの関係を
築きながら「ダメなものはダメ」といった毅
然とした姿勢で臨むことが必要である。 
 このような状況の中でも生徒一人ひとりに
「生きる力」を育むという主題に取り組んで
きたわけである。 
 生徒指導を根幹にすえながらあらゆる教育
資源を活用して取り組んだ成果が出てきてい
るが、まだまだの感がある。教員自身の授業
力の向上、組織としての取り組み、地域保護
者との連携など常に改善を図ることを念頭に
置きながら今後も取り組みの歩みを進めて参
りたい。 
７ おわりに 

 これからも「できることをできるところか
ら」の思いで、全教職員の「全員野球」で、
凡時徹底の精神で、常に「一歩前進 一段高
く」学校改善をめざしていく姿勢を持ち続け
たい。 
 しかしながら私たちには気づかない点も
多々あるかと思っている。是非、さまざまな
視点からのご指摘、助言等をたくさんいただ
いて教職員一同で今後の学校の教育活動にさ
らに活かしていくようにしたい。 
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